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●費用の記載がない場合は無料 ●特に断りのないものは当日自由参加
●今月11日以降の市や外郭団体などの事業を掲載しています

マークの
見方

氏名（ふりがな）
Eメール（アドレス） 費用 ホームページ 申込み 問合せ

電話番号 ファクス番号 〒・住所 年齢 行事名

　プラスチックによる海洋汚染が地球規模での課題になっており、生
態系への影響も懸念されていることから、世界ではプラスチック問題
の解決に向けた動きが広まりつつあります。
　横浜市でもプラスチック対策に向けて「よこはまプラスチック資源
循環アクションプログラム」の策定に取り組んでいます。

プラスチックは焼却
すると地球温暖化
の一因となる温室
効果ガスが多く出る

全世界で年間数百
万トンものプラス
チックが陸上から海
洋へ流出している

横浜市の家庭から排出
されるプラスチック製
容器包装の分別率が
60％台と低い

資源化推進担当　　800-2398　　800-2507

マイバッグを持参
してレジ袋の利用
を減らそう ！

マイボトルを持ち歩
いてペットボトルの
利用を減らそう ！

マヨネーズ
など、中身を
使い切った
ら プ ラ ス
チック製容
器包装とし
て分別可能

　「泉区認知症初期集中支援チーム」を横浜ほうゆう病院に配置して
います。地域包括支援センター及び泉区福祉保健センターが窓口と
なり、チームと連携して支援を行います。
　チーム員は、医師や看護師、精神保健福祉士など
認知症の専門知識を持つ専門職です。

●支援の内容
　チーム員がご自宅を訪問し、専門医療機関の受診、介護サービスに関
する説明や利用支援、認知症の状態に応じた助言等を行います。（６か月
を目安に支援）

●支援の対象
　40歳以上の区民で自宅で生活する認知症若しくはその疑いがあり、次
のいずれかに該当する方
①医療サービス、介護サービスを受けていない人、または中断している人
　　◎認知症の臨床診断を受けていない、または中断している
　　◎継続的な医療サービスを受けていない
　　◎適切な介護サービスに結びついていない
②認知症による症状が強く、どのように対応したらよいのか困っている人
　「認知症かな」「認知症だと思うけどどうしたらいい？」と思ったら、まず
は身近な相談窓口に相談してみませんか？

高齢者支援担当　　800-2434　　800-2513

なかなか仕事が
見つからない…

借金で
生活が苦しい…

仕事が続かず、
自信が持てない…

家計のやりくりに
困っている…

仕事を辞めてしまい、
家賃が払えない…

保険料や税金を
滞納している…

どこに相談したら
いいの…？そ ん な と き は

解決に向けて、 寄り添ってサポートします解決に向けて、 寄り添ってサポートします

仕事のこと

お金のやりくり

●就労支援 
　区役所にあるジョブスポット（ハローワーク戸塚）等
と連携して、職業相談・紹介等の求職活動をきめ細や
かにサポートします。そのほか、就労体験などのメ
ニューも用意しています。
●住居確保給付金（家賃相当額の支給）
　失業を理由に住居を失う恐れのある方に、求職活動をする事を条件
に、家賃相当額を支給できる場合があります。（収入・資産要件あり）

課題整理
●お話を伺って、現在の状況を整理し
ます。
●何から手を付け
た方が良いのか
等、優先順位に
ついてアドバイ
スをします。

●家計改善支援
　収支のやりくりや、借
金の整理などについ
て一緒に考えます。

生活支援係　　８００-２３０５　　８００-２５１５




